
平成１３年度 茨城県内登録会実績 
 前年度は合計１６回の登録会で延べ１７０名の方々にご登録いただきました。対前々年増加数

も過去最高の３００名の大台に乗せることが出来ました。 

 これも偏に薬務課ならびに各保健所、血液センターの職員の方々の大変なご努力と、会員皆さ

ま方の多大なご尽力によるものであり、心からお礼を申し上げます。会長 牛島英二 

日本骨髄バンク骨髄提供希望者 (ドナー)登録者数：153,469人（県内2,334人） 

骨髄移植希望者（患者数）：1,755人（県内42人） 

バンクを通じての移植例数：4,076例（県内移植数64例、県内採取数59例） 

(2002年 4月末現在） 
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開催日 
ﾄﾞﾅｰ登録会 

イベント名、場所 
ﾄﾞﾅｰ登録者数      

      （名） 献血並行 単独 

 5/13(日) ○  ２００１キリンフェスティバル（取手）  19 

 8/25(土)  ○ どすこいペア２００１祭り（関城町）   7 

 9/ 1(土) ○  「祭り、つくば」（つくば市クレオ）  12 

 9/15(土) ○  日立市よかっぺ祭り   5 

10/ 4(木) ○  水海道市民会館   6 

10/ 7(日) ○  いばらき県民まつり２００１（県庁）  22 

10/28(日)  ○ 水戸・常磐大学   5 

11/23(金)  ○ 水戸・茨城大学  15 

12/ 7(金)  ○ 阿見・自衛隊武器学校   5 

12/ 9(日)  ○ 水戸・全国一斉登録会   3 

12/ 9(日) ○  つくば・全国一斉登録会  32 

 1/31(木) ○  旭村役場   6 

 2/ 4(月) ○  古河市役所  13 

 2/ 7(木) ○  東海村役場   8 

 2/ 8(金) ○  NEC茨城日本電気㈱   5 

 2/21(木) ○  麻生町役場   7 

   合        計 170  

骨髄バンク2002年５月 会報18号 

ドナー登録者30万人をめざして！ 

２００２年度 茨城県内登録会への参加のお願い 

非血縁者間骨髄移植ついに４，０００例到達 

 昨年度の登録会では上記のとおり、たくさんの方の登録をいただきました。 

 また、今年度は県内各保健所で年２回程度の登録会が予定されるなど、あわせて、年間約３０

回ほどの登録会が行われます。昨年以上に忙しい１年になりますが、是非登録会へご参加下さい

ますよう、皆さま方のご協力をお願いいたします。（お問い合わせは事務局まで） 

 なお、近々行われる予定の登録会は次のとおりです。 

     ◎ ６月１１日（火） 東海村役場 ９：３０～１５：３０ 

     ◎ ６月２６日（水） 北浦町中央公民館 ９：３０～１５：３０    
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４/１３ 「イエローレシート還元」贈呈式 
 全国のイオングループで開催されている「イエローレシート還元」で日立市社協に加盟してい

るボランティア団体から11団体が、昨年11月よりボンベルタ伊勢甚日立店に投函ボックスを設置

してもらっていましたが、３月で一度締め切り集計した所、盲導犬を支援する会と日立総合病院

ボランティアグループと当会の３団体が100万円以上のレシート総額となり、４月13日 (土)総額の

１％を希望商品で贈呈されました。 

 この金額はイオングループでも５本の指に入るとのことです。当会は約157万円のレシート投函

があり、その金額の１％の商品をという事でした

が「出た分を自己負担で登録会用テレビデオを」

と伝えた所、出た分は自社負担で贈呈しましょ

う、と伊勢甚本店のご協力により14インチのテレ

ビデオをいただきました。 

 まだまだ還元ボックス設置は続いておりますの

で皆さんも11日のイオンデーには伊勢甚日立店で

買い物をして、貰ったイエローレシートを当会

ボックスに投函してくださるよう、日立近辺の友

達、親戚にお知らせしてください。 

 今回陰ながらご協力くださった方々に感謝の意

を込めて…           （瀧 公恵）  

３/１６ 説明員養成研修会開催 
 説明員資格の第一歩としての養成研修が、３月16日（土）に旭村旅館「くるみ屋」において開

催されました。研修会は有資格者の方々の指導のもと５名の方が受講され、骨髄バンクに関する

一般基礎知識、登録会を想定したロールプレイング等、皆さん真剣に取り組んでいました。 

３月～４月 茨城県内イベント報告 

 くるみ屋さんのとてもあたたかい雰囲気、また

皆さんの一生懸命さ伝わってきました。山﨑さん

ご夫妻が、移植患者同士の国内初のカップルとい

う事は、全く知りませんでした。 

 山﨑さんのご主人が移植されたのが平成６年、

私の骨髄提供も同じ平成６年で、ほぼ同じぐらい

の時期で、私の相手の患者さんも、今元気になっ

ているのかなーと思いました。又そうあってくれ

ることを祈っております。 

 研修は少し難しかったです。でもその後のバ

ルーンの講習は楽しかったです。下館市役所で秋

ごろ予定している献血並行登録会には、出来たら

説明員の資格をとってチャレンジしたいと思って

います。 

 ５月の総会で皆さんの元気な顔にお会いできる

ことを楽しみにしています。  （萩原 千春） 

 正直なところ、昨年12月に“いばらきの会”の

会員となって、ほんの３ヶ月位しか経っていない

のに説明員の資格なんてとんでもない…と思って

いました。 

 でも、先輩説明員の皆さんが頑張っているお姿

を拝見いたしますと、自分もチョットくらいは近

づけるかなぁ、いや近づきたいなという想いが、

少しずつではありますが湧いてきております。 

 早いうちに実地研修もパスし、皆さんの仲間入

りを果たしたいものです。先輩方の偉大さを再確

認した１日でした。      （伊井 義人） 

研修会の写真 

＜研修会参加者の感想＞  
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登録会用ＤＶＤプレイヤー 
 登録会用のＤＶＤプレイヤーは、今年度県内における登録会の回数増加から、財団事務局より

無償で借り受けました。これにより、テレビデオの無い場合、或いはわざわざ他の施設などから

借りる負担をできるだけなくすことができます。 

 なお借用期間は１年ですが、今年度の登録会に有効活用したいと思いますので、必要な方は、

中津川までお申し付け下さい。                     （中津川 智彦） 

４/２２ 保健所骨髄バンク担当者説明員研修会 
 

 ４月22日 (月)、水戸の日赤茨城県支部において、

県内12保健所の骨髄バンク担当者を集めてのドナー

登録会説明員養成研修会が行われました。 

 目的としまして、今年度（平成14年度）茨城県に

おいて約30回の登録会が予定されており、ボラン

ティアだけでは対応しきれない部分が出てくること

が予想されますので、県の薬務課のご好意により、

県内保健所の担当者を集めての開催となりました。 

 皆さん熱心に聞いておられ、今後のご活躍が期待

できるものと思われました。  （中津川 智彦） 
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お 知 ら せ 

平成１４年度総会のご案内 
 平成１４年度総会を下記のとおり開催いたします。 

 今年度は、多くの登録会が予定されております。今後の当会の活動について、大いにディ

スカッションしましょう。たくさんの会員の皆様方の参加をお待ちしております。 

 なお、総会終了後、バルーン講習、懇親会を予定しています。盛り上がり確実！！ 

    日 時 ： 平成１４年５月２５日（土） １６時～ 

    場 所 ： 旭村 くるみ屋 （いばらきの会事務局） 

    議 事 ： １．昨年度活動報告、会計報告、同監査報告 

          ２．今年度活動方針・計画案、予算案審議 

          ３．役員改選 その他 

    参加費 ： ８，０００円（１泊２食）  

いばらきの会メーリングリスト（ＭＬ）のご案内 
 この度「いばらきの会」メーリングリスト(略してML)を立ち上げました。MLは共通の話題

を持つ仲間と意見交換できるサークルです。参加者なら誰でも発言できます。積極的にご利

用ください。 

 参加を希望される方は、下記URLにアクセスするか、同封のハガキにアドレスを記入して

返信して下さい。 

http://www.egroups.co.jp/group/bmt-ibaraki 
 

 皆さんの参加を心よりお待ちしております。 

平成１４年度年会費納入のお願い 
 会員の皆さまからの会費は大切な運動資金です。有効に活用いたしますので、早めに同封

の郵便振替払込用紙で納入くださいますようお願いいたします。また、善意のご寄付も随時

受け付けておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

年会費 一口 ２，０００円 （何口でも可） 



骨髄バンクのボランティアを応援してください 
 骨髄バンクを支援するいばらきの会では、茨城県内で骨髄バンクの普及啓発をボラン

ティアで行っています。 

 活動資金は善意の寄付によってまかなわれています。ボランティア活動への応援をお

待ちしております。ご寄付と会費の納入は郵便振替でお願いします。 

 

郵便振替口座名義：00110-3-127575  

加入者名義：骨髄バンクを支援するいばらきの会 

会報発行：骨髄バンクを支援するいばらきの会 http://www.marrow.or.jp/ibaraki 

発行責任者：牛島英二 編集：伊井義人・山﨑揚久  

＜事務局＞〒311-1415 茨城県鹿島郡旭村造谷605くるみ屋内  

 

 

アンケートのお願い。 

会員リストを再作成したいと思いますので同封しましたアンケートハガキにご記入

のうえ、投函お願いいたします。 
 

＜お詫び＞ 

○4月発行予定の会報１８号が新年度の日程調整により大変遅くなり申し訳ありませんで

した。 

○前回会報からの会費および寄付金納入者については次回の会報でお知らせします。

なお今年度会費納入者にも払込用紙が同封されておりましたらご容赦下さい。 

事務局より 

特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会   
骨髄バンクのお問い合わせは 0120-892-106、 office@marrow.or.jp、 http://www.marrow.or.jp  まで 

患者電話相談 白血病フリーダイヤル 0120-81-5929 
毎週土曜日 10:00～16:00 ＊毎月第2・第4土曜日は血液専門医もご相談をうかがいます 

 

（財）骨髄移植推進財団 ホームページ http://www.jmdp.or.jp 
ドナー登録についてのご質問・お問い合わせは 

財団フリーダイヤル 0120-445-445 または ドナーズネット http://donorsnet.net まで 

 今年度より、当会の会報編集を担当することになりました伊井です。横浜の看護学校へ医療従 

事者となるため転居された前任の落合さんのようにテキパキと編集・発行できるかどうか、とっ 

てもとっても不安です。 

 ボランティアに参加し始めてから、まだ、四、五ヶ月しか経っていないよちよち歩きのヒヨッ

コですが、一年前と今の自分を比べると、バンク活動等に積極的に入っていける自分が一回り大

きくなったような気がします。（自分で言うのもなんですが…）落合さんに追いつけるよう頑張

りますので、長～い目で見守ってください。よろしくお願いします。 

 最後に、落合さん１年間ありがとうございました。そして、これからも頑張ってください。 

編集後記 
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